
＜プロフィール＞
2011年総合研究大学院大学遺伝学専攻修了、博士（理学）取得。
学位取得後、米国コーネル大学にて博士研究員として５年間勤務し、
皮膚幹細胞研究に従事。2011年ヒューマン・フロンティア・サイエン
ス・プログラム（HFSP）長期フェローシップ。2016-2019年筑波
大学生存ダイナミクス研究センター助教を経て、2019年10月より
熊本大学国際先端医学研究機構にて独立。2023年7月より現職。
令和元年度熊本大学女性研究者賞、令和３年度科学技術分野の文
部科学大臣表彰 若手科学者賞受賞、令和7年度日本学術振興会賞
受賞など。

お申し込みはこちらのQRコードから ⇓
  

＜申込締切日＞
   2026年2月6日（金）17:00

お問合せ：JAPA事務局 info@japa-inc.jp
   
主催：日本プロダクティブ・エイジングアライアンス（JAPA）
共済：一般社団法人プロダクティブ・エイジング研究機構（IRPA）

第15回 勉強会

「皮膚の再生と老化」
～幹細胞制御の視点から～

講師: 佐田亜衣子 教授
九州大学生体防御医学研究所 皮膚再生老化学分野

2026年2月10日（火）10：30-１2：0０

日本プロダクティブ・エイジングアライアンス（JAPA)

Zoom 開催

＜今回の勉強会テーマについて一言＞

組織幹細胞は、臓器の再生や修復に働き、再生医療の優れた細胞
ソースとして期待されています。近年では、組織幹細胞の機能低下
や破綻が、がんや疾患、老化を引き起こす可能性も示唆され、基礎・
応用の両面から理解が求められています。我々は、皮膚において分
裂頻度の異なる表皮幹細胞集団の存在を見出し、その加齢変化や制
御機構の解明に取り組んできました。 本講演では、幹細胞生物学の
視点から皮膚再生・老化制御の仕組みについてお話しします。
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